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明
治
３
年
（
１
８
７
０
年
）

の
御
門
訴
事
件
は
、
誕
生
ま
も

な
い
明
治
政
府
に
衝
撃
を
与

え
、
農
民
の
徒
党
や
強
訴
を
あ

ら
た
め
て
禁
じ
た
太
政
官
高
札

が
作
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
高
札
を
中
心
に
、
御
門

訴
事
件
と
高
札
を
テ
U
マ
と
す

る
展
示
を
行
い
ま
す
。

と
　
き

10
月
22
日
（
水
）
〜

Ω
記
帳
は
簡
単
・
大
き
な
特
典

税
務
署
で
は
、
事
業
所
得
や

不
動
産
所
得
の
あ
る
方
に
青
色

申
告
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

青
色
申
告
で
記
帳
す
る
と
、

事
業
の
経
営
状
態
が
わ
か
る
と

と
も
に
、
税
金
面
で
も
次
の
よ

う
な
特
典
が
あ
り
、
た
い
へ
ん

有
利
な
制
度
と
な
っ
て
い
ま

す
。

▽
所
得
金
額
か
ら
、
青
色
申
告

特
別
控
除
額
（
10
万
円
、
45
万

円
、
55
万
円
）
を
差
し
引
く
こ

と
が
で
き
ま
す
　

▽
一
定
の
要
件
に
よ
り
、
家
族

従
業
員
へ
支
払
っ
た
給
料
を
必

要
経
費
に
算
入
で
き
ま
す

▽
所
得
に
純
損
失
が
生
じ
た
場

合
、
そ
の
損
失
額
を
翌
年
以
降

３
年
間
、
所
得
金
額
か
ら
順
次

差
し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す

※
記
帳
方
法
や
、
申
請
手
続
き

な
ど
に
つ
い
て
は
、
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

東
村
山
税
務
署
個
人

課
税
第
一
部
門
審
理
・
指
導
担

当
ò
042
（
３
９
４
）
６
８
１
１

内
線
３
１
２
・
３
１
７

４
２
（
５
２
４
）
１
２
７
９
、

東
京
法
務
局
東
京
公
証
人
会
ò

03
（
３
５
０
２
）
８
０
５
０

Ω
思
わ
ぬ
労
災
　
予
期
せ
ぬ
失

業
　
し
っ
か
り
サ
ポ
U
ト
労
働

保
険一

人
で
も
労
働
者
を
雇
用
し

て
い
る
事
業
主
は
、
労
働
保
険

（
雇
用
保
険
、
労
災
保
険
）
の

加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。未

加
入
で
は
、
労
災
補
償
が

受
け
ら
れ
ず
、
各
種
助
成
制
度

の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

必
ず
加
入
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

問
合
せ

ハ
ロ
U
ワ
U
ク
立
川

ò
０
４
２
（
５
２
５
）
８
６
０

９
、
立
川
労
働
基
準
監
督
署
ò

０
４
２
（
５
２
３
）
４
４
７
１

ア
パ
U
ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン
、

飲
食
店
な
ど
、
一
戸
建
て
の
専

用
住
宅
以
外
の
建
物
に
は
、
消

防
法
令
に
基
づ
き
、
用
途
・
規

模
・
収
容
人
員
に
応
じ
て
、
消

火
器
や
自
動
火
災
報
知
設
備
な

ど
の
消
防
用
設
備
な
ど
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
の
設
備
の
定
期
的
な
点
検

を
怠
っ
た
り
、
不
良
個
所
を
放

置
し
て
、
い
ざ
と
い
う
時
に
使

用
で
き
ず
、
被
害
が
拡
大
し
、

尊
い
生
命
が
失
わ
れ
た
事
例
が

数
多
く
あ
り
ま
す
。

被
害
を
よ
り
少
な
く
す
る
た

め
に
も
、
消
防
用
設
備
な
ど
を

定
期
的
に
点
検
す
る
と
と
も

に
、
点
検
に
つ
い
て
の
知
識
を

深
め
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

小
平
消
防
署
予
防
課

指
導
調
査
係
ò
042
（
３
４
１
）

０
１
１
９

Ω
美
大
で
ア
U
ト
を
体
験
す
る

▽
日
本
画
入
門
　
季
節
の
草
花

を
描
く

と
　
き

11
月
11
日
〜
25
日
の

火
曜
日
　
午
後
１
時
〜
３
時
30

分
　
全
３
回

費
　
用

８
千
円（
教
材
費
別
）

定
　
員

20
人

講
　
師

那
須
勝
哉
（
本
学
教

授
）

▽
油
彩
入
門
　
静
物
を
描
く

と
　
き

11
月
17
日
（
月
）
・

20
日
（
木
）
・
27
日
（
木
）

午

後
１
時
〜
３
時
30
分
　
全
３
回

費
　
用

８
千
円（
教
材
費
別
）

定
　
員

20
人

講
　
師

遠
藤
彰
子
（
本
学
教

授
）

▽
絵
画
技
法
入
門
　
古
典
技
法

で
リ
ン
ゴ
を
描
く

と
　
き

11
月
22
日
・
29
日
の

土
曜
日
　
午
前
10
時
〜
午
後
４

時
　
全
２
回

費
　
用

８
千
円（
教
材
費
別
）

定
　
員

20
人

講
　
師

斎
藤
國
靖
（
本
学
教

授
）

申
込
み

10
月
11
日
（
土
）
ま

で
（
消
印
有
効
）
に
、
は
が
き

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
、
受
講
希
望
講
座
名
を
記

入
の
う
え
、
問
合
せ
先
へ
（
ホ

U
ム
ペ
U
ジ
か
ら
も
可
、
申
込

み
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、
結

果
を
全
員
に
通
知
）

※
は
が
き
は
１
人
１
枚
に
限
り

ま
す
。

問
合
せ

武
蔵
野
美
術
大
学
企

画
広
報
課
（
〒
187
―
８
５
０
５

小
川
町
１
―
７
３
６
）
ò
042

（
３
４
２
）
６
０
１
６
、
ホ
U

ム
ペ
U

ジhttp：
//w

w
w
.

m
usabi.ac.jp

Ω
共
に
生
き
る
　
第
５
回
　
い

の
ち
を
支
え
る
言
葉
　
死
を
生

き
た
人
か
ら
の
メ
ッ
セ
U
ジ

と
　
き

11
月
12
日
（
水
）

午
後
２
時
40
分
〜
４
時
10
分

と
こ
ろ

津
田
塾
大
学
特
別
教

室費
　
用

無
料

定
　
員

５
百
人

講
　
師

柳
田
邦
男
さ
ん
（
ノ

ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
）

申
込
み

11
月
11
日
（
火
）
ま

で
に
、
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
講
座
名
を
記
入
の

う
え
、
津
田
塾
大
学
ウ
ェ
ル
ネ

ス
・
セ
ン
タ
U
（
〒
187
―
８
５

７
７
　
津
田
町
２
―
１
―
１
）

へ
（
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
可
、
連
絡

が
な
い
場
合
は
受
講
可
）
ò
042

（
３
４
２
）
５
１
４
７
、
¿
042

（
３
４
２
）
５
１
４
４

11
月
16
日
（
日
）

午
前
10
時

〜
午
後
４
時

※
10
月
27
日
（
月
）
、
11
月
４

日
（
火
）
・
10
日
（
月
）
は
休

園
。

と
こ
ろ

小
平
ふ
る
さ
と
村
旧

小
川
家
玄
関
棟

費
　
用

無
料

問
合
せ

文
化
財
課
ò
042
（
３

４
６
）
９
５
０
１

雨
天
中
止

集
　
合

午
前
８
時
30
分
　
JR

国
分
寺
駅
改
札
前

※
解
散
は
、
夕
方
（
予
定
）。

費
　
用

３
百
円
（
保
険
代
含

む
）

定
　
員

30
人

講
　
師

皆
川
和
子
さ
ん
（
日

本
自
然
保
護
協
会
指
導
員
）

持
ち
物

昼
食
、
筆
記
用
具

主
　
催

小
平
市
野
鳥
と
緑
の

会申
込
み

10
月
17
日
（
金
）
ま

で
に
、
内
野
へ
ò
042
（
３
４
３
）

３
５
８
５

と
　
き

10
月
19
日
（
日
）

木
や
草
花
の
種
や
苗
な
ど
を

交
換
し
合
い
、
交
流
を
深
め
な

が
ら
、
緑
と
花
の
あ
る
ま
ち
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

と
　
き

10
月
12
日
（
日
）

午
後
２
時
か
ら
　
小
雨
実
施

※
天
候
に
よ
っ
て
は
、
時
間
を

繰
り
上
げ
て
実
施
し
ま
す
。

と
こ
ろ

福
祉
会
館
前
市
民
広

場※
提
供
者
は
、
問
合
せ
先
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
新
入
会
員
の
受
け
付
け
も
行

い
ま
す
（
年
会
費
５
百
円
）。

主
　
催

小
平
市
緑
と
花
い
っ

ぱ
い
運
動
の
会

問
合
せ

公
園
緑
地
課
ò
042

（
３
４
６
）
９
５
５
６

と
　
き

10
月
18
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
か
ら

と
こ
ろ

福
祉
会
館

費
　
用

無
料

内
　
容

玉
川
上
水
の
価
値
と

展
望
　
分
水
路
網
の
再
生
と
活

用講
　
師

渡
部
一
二
さ
ん
（
多

摩
美
術
大
学
教
授
・
農
学
博
士
）

主
　
催

小
平
ユ
ネ
ス
コ
協
会

後
　
援

小
平
市
教
育
委
員
会

申
込
み

当
日
、
会
場
へ

問
合
せ

小
平
ユ
ネ
ス
コ
協

会
・
野
崎
ò
042
（
３
４
１
）
３

０
７
３

り
ま
す
。

※
被
写
体
に
な
る
人
の
了
解
を

必
ず
得
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ

ん
。

※
入
賞
作
品
の
第
１
次
使
用
権

は
、
主
催
者
に
属
し
ま
す
。

主
　
催

多
摩
東
人
権
擁
護
委

員
協
議
会
、
東
京
法
務
局
府
中

支
局
ほ
か

申
込
み

10
月
31
日
（
金
）
ま

で
（
消
印
有
効
）
に
、
作
品
の

裏
面
に
、
「
２
０
０
３
年
ふ
れ

あ
い
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
と
明

記
し
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
、
作
品
の
タ
イ
ト
ル
を
記
入

し
た
用
紙
を
添
付
し
、
東
京
法

務
局
八
王
子
支
局
内
多
摩
西
人

権
擁
護
委
員
協
議
会
「
ふ
れ
あ

い
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
係
（
〒

192
―
０
３
６
４
　
八
王
子
市
南

大
沢
２
―
27

フ
レ
ス
コ
南
大

沢
）
へ
ò
０
４
２
６
（
70
）
６

２
４
０

問
合
せ

広
報
広
聴
課
ò
042

（
３
４
６
）
９
５
０
８

市
内
に
居
住
し
、
市
内
ま
た

は
隣
接
市
で
健
全
な
事
業
を
営

む
個
人
経
営
者
、
お
よ
び
市
内

事
業
所
で
事
業
を
営
む
法
人
小

規
模
企
業
者
を
対
象
に
、
経
営

文
化
財
特
別
展

御
門
訴
事
件
と
高
札

小
平
ユ
ネ
ス
コ
協
会

第
６
回
連
続
市
民
講
座

玉

川

上

水

を

世

界

遺

産

に

秋

の

種

・

苗

交

換

会

高
尾
山
自
然
観
察
会

―
―
共
　
通
―
―

消
防
用
設
備
な
ど
の

点

検

を

青

色

申

告

で

事

業

発

展

を

公

証

週

間

10

月

１

日

〜

７

日

10

月
は
労
働
保
険

適

用

促

進

月

間

津

田

塾

大

学

ウ

ェ

ル

ネ

ス

・

セ

ン

タ

U

小

口

事

業

資

金

融

資

あ

っ

せ

ん

武

蔵

野

美

術

大

学

公
開
講
座
２
０
０
３

Ω
重
要
な
契
約
や
遺
言
は
公
正

証
書
で

都
内
45
か
所
の
公
証
役
場
で

は
、
い
つ
で
も
無
料
で
公
正
証

書
の
作
成
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

問
合
せ

立
川
公
証
役
場
ò
０

Ω
学
校
公
開
週
間
に
約
20
点
の

作
品
を
紹
介

斎
藤
素そ

巖が
ん

は
、
日
本
近
代
ア

カ
デ
ミ
ズ
ム
を
代
表
す
る
彫
刻

家
で
す
。
昭
和
18
年
か
ら
小
平

市
学
園
東
町
に
住
み
、
昭
和
49

年
に
こ
の
地
で
亡
く
な
り
ま
し

た
。明

治
22
年
に
生
ま
れ
、
大
正

２
年
に
彫
刻
を
学
ぶ
た
め
イ
ギ

リ
ス
に
渡
り
ま
し
た
。
帰
国

後
、
彫
塑
団
体
「
構
造
社
」
を

設
立
し
、
建
築
と
の
融
合
を
テ

U
マ
に
し
た
作
品
を
作
り
ま
し

た
。
ま
た
、
日
展
に
も
出
品
を

重
ね
、
常
任
理
事
を
務
め
ま
し

た
。

と
　
き

10
月
６
日
（
月
）
〜

10
日
（
金
）

午
前
９
時
30
分

〜
午
後
４
時
（
８
日
・
10
日
は

午
後
３
時
ま
で
）

と
こ
ろ

学
園
東
小
学
校
児
童

会
室

費
　
用

無
料

問
合
せ

社
会
教
育
課
ò
042

（
３
４
６
）
９
５
７
４

上
必
要
な
資
金
を
年
利
０
・

81
％
で
融
資
あ
っ
せ
ん
を
行
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
内
の
同
一
事
業
所

に
５
年
以
上
勤
務
し
て
い
た
方

が
、
独
立
開
業
（
の
れ
ん
分
け
）

す
る
場
合
、
開
業
に
必
要
な
資

金
の
融
資
あ
っ
せ
ん
も
行
っ
て

い
ま
す
。

な
お
、
保
証
人
の
代
わ
り
に

東
京
信
用
保
証

協
会
の
保
証
を

取
り
付
け
る
制

度
も
あ
り
、
こ

の
場
合
は
保
証

料
の
一
部
（
３

万
５
千
円
ま
で

は
全
額
）
を
市

で
補
助
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ

い
。

問
合
せ

産
業

振
興
課
ò

042

（
３
４
６
）
９

５
３
４

小口事業資金融資 

※運転資金に限り、前回までの融資額を除いた額を限度として追加
融資ができます。 

種　別 独立開業(のれん分け)資金 設備資金 運転資金 
申込限度額 700万円以内 600万円以内 600万円以内 

５年以内 ７年以内 ７年以内 
６か月 ６(12)か月 12か月 

年0.81％(市利子補給差引後)
据置期間経過後、月賦償還 
月曜～金曜日(祝日を除く)午前８時30分～午後５時 

融資期間  
据置期間  
利　　　率 
返済方法  
申込受付  

融資の実行 

申込締切  

東京信用保証協会利用の場合、保証取り付け次第 
保証人をたてた場合、締め切り後20～25日程度 

東京信用保証協会利用の場合、締め切り無し 
保証人をたてる場合、毎月10日 

人
権
啓
発
活
動
の
普
及
を
図

る
た
め
、
心
の
ふ
れ
あ
い
を
テ

U
マ
に
し
た
作
品
を
募
集
し
ま

す
。

規
　
格

カ
ラ
U
・
白
黒
と
も

プ
リ
ン
ト
キ
ャ
ビ
ネ
（
２
Ｌ

判
）
〜
ワ
イ
ド
４
ッ
切
の
単
写

真※
パ
ノ
ラ
マ
、
Ｌ
判
（
サ
U
ビ

ス
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